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（I) （問題修正： だが馮Bj= r とする）

G = AnuBjとすると、 YJ-2より An=だG,同様に Bj=

!

Cj .
さらに . (Cnj)n jは互いに素.

よって. 1A:二点だj , D j二点 I c y とできて、

x = 当事 a i l a , = I 紃うた， と単関数表示できる。
（さらに、あるうについて. G キ0である方に対しては a t j である）

E [ x ) = I がa PCG)二点a ※ PG)=※a Mfa;）
ニ※a PCA」）

= 点科 b jPCG)=点は重PG)=急なPCBの
（2） （問題修正：これも E A : = f Bj = r とする）

このとき、 （1）と同木東にして、

X = I 急G I G , 'に言言 bjた と書く。

このとき. X tた 点首 ( a tb j )Raj と単関数表示できる
よって. E [HT]=無"だとbj)Pki;）

=重点 a PCG;）t E 点b j PCG)
= E a E P G ) t 書は EPG )
= E a : PCAi ) + 急な PC名） = ECX ]+E[彡

（3），（4）：ヒントの通りに考えれば示せるので省略.

(ち） Xn2 0 (a.S.）より. Yn二点か とおけば と20（9-S.）か）
では単調列. よって、単調収束定理が適用できて.
E l E Xn ] = E [ h Y n ] = figE lY n ] = hisE I& X :た"稿-END
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（6）
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